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(57)【要約】
【課題】筐体によりＬＥＤの光を適切に配光制御するこ
とができると共に、照明が必要とされる領域の多様性に
適応可能であり、必要に応じて照明領域を広げることが
できる汎用性の高い管型照明器具を提供する。
【解決手段】透光性で略円筒状の筐体２と、筐体２内で
支持体５を介して保持されるＬＥＤ基板６と、ＬＥＤ基
板６に実装され、筐体２の軸線方向に間隔を開けて配置
されるＬＥＤ７とを備え、筐体２の周面の一方向側の内
面とこれに対向する他方向側の内面とに、略山形の凸条
２１を略弧状に並べてそれぞれ形成し、ＬＥＤ７を少な
くとも一方向側若しくは他方向側に向けて配設する管型
照明器具１。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透光性で略円筒状の筐体と、
　前記筐体内で保持されるＬＥＤ基板と、
　前記ＬＥＤ基板に実装され、前記筐体の軸線方向に沿って設けられるＬＥＤとを備え、
　前記筐体の周面の一方向側の内面とこれと対応する他方向側の内面とに、略山形の凸条
若しくは凸部を略弧状に並べてそれぞれ形成し、
　前記ＬＥＤを少なくとも前記一方向側若しくは前記他方向側に向けて配設することを特
徴とする管型照明器具。
【請求項２】
　前記ＬＥＤを前記一方向側と前記他方向側の双方にそれぞれ向けて配設することを特徴
とする請求項１記載の管型照明器具。
【請求項３】
　前記ＬＥＤが前記筐体の軸線方向に間隔を開けて配置される構成とし、
　前記一方向側に向けるＬＥＤと前記他方向側に向けるＬＥＤとを、前記筐体の軸線方向
における位置をずらして配設することを特徴とする請求項２記載の管型照明器具。
【請求項４】
　前記凸条の側面若しくは前記凸部の側面の傾斜角度を前記凸条の頂部若しくは前記凸部
の頂部に向かって漸次急峻にすることを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の管型照
明器具。
【請求項５】
　それぞれ略同幅で形成されている前記凸条若しくは前記凸部の高さを、前記略弧状の形
成領域において略一定とすることを特徴とする請求項４記載の管型照明器具。
【請求項６】
　それぞれ略同幅で形成されている前記凸条若しくは前記凸部の高さを、前記略弧状の形
成領域における前記ＬＥＤの中心軸に対応する中央より、前記略弧状の形成領域における
両端部に近い領域で低くして形成することを特徴とする請求項４記載の管型照明器具。
【請求項７】
　前記筐体が透光性樹脂の一体成形で形成されていることを特徴とする請求項１～６の何
れかに記載の管型照明器具。
【請求項８】
　前記筐体の周面の一方向側の内面に形成される前記凸条若しくは前記凸部の形成領域と
、
　これと対応する他方向側の内面に形成される前記凸条若しくは前記凸部の形成領域とを
、
　略対称となるように構成し、
　前記ＬＥＤを前記一方向側と前記他方向側の双方にそれぞれ向けて配設することを特徴
とする請求項２～７の何れかに記載の管型照明器具。
【請求項９】
　前記筐体の軸線を挟んで対向する位置に、前記ＬＥＤ基板を支持する支持体が嵌め込ま
れる嵌合溝を形成し、
　前記対向する嵌合溝の両側の前記筐体の内面を、それぞれ前記凸条若しくは前記凸部が
形成される前記一方向側の内面と前記他方向側の内面とすることを特徴とする請求項８記
載の管型照明器具。
【請求項１０】
　前記一方向側の内面に形成されている前記凸条若しくは前記凸部と、前記他方向側の内
面に形成されている前記凸条若しくは前記凸部との形状、大きさ及び配置密度を対応させ
て形成することを特徴とする請求項８又は９記載の管型照明器具。
【請求項１１】
　前記筐体の外周面に前記凸条の幅若しくは前記凸部の直径よりも小さい平均直径を有す
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る微細凹部、微細凸部若しくはその双方を形成することを特徴とする請求項１～１０の何
れかに記載の管型照明器具。
【請求項１２】
　透光性で略円筒状であり、ＬＥＤが実装されているＬＥＤ基板を内部で保持する管型照
明器具用筐体であって、
　前記ＬＥＤが向けられることが可能な前記筐体の周面の一方向側の内面とこれに対向す
る他方向側の内面とに、略山形の凸条若しくは凸部を略弧状に並べてそれぞれ形成するこ
とを特徴とする管型照明器具用筐体。
【請求項１３】
　透光性看板を離間して対向設置し、
　前記透光性看板の間に、前記ＬＥＤが前記一方向側と前記他方向側の双方にそれぞれ向
けて配設されている請求項２～１０の何れかに記載の管型照明器具を所定間隔を開けて並
設し、
　前記管型照明器具の各々を、前記一方向側と前記他方向側が両側の前記透光性看板の法
線に対して略直交するように向けて配置することを特徴とする両面内照式看板装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば蛍光灯型ＬＥＤ照明器具など管型照明器具、管型照明器具に用いられ
る管型照明器具用筐体及び管型照明器具が用いられる両面内照式看板装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　蛍光灯型ＬＥＤ照明器具として、特許文献１に、直管型の筐体の中に支持体を嵌合配置
し、その支持体にＬＥＤが実装されているＬＥＤ基板を固定し、直管型の筐体の長手方向
に沿ってＬＥＤを所定間隔で配置するものが開示されている。この直管型の筐体における
ＬＥＤの発光方向の部分は難燃性ポリカーボネート等の透光性の素材で形成されており、
ここからＬＥＤの発光を外部に照射して照明するようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１６５６４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、このような蛍光灯型ＬＥＤ照明器具では、用途に応じては、指向性を有する
ＬＥＤの光を適切に配光制御できる構成が求められる。また、照明が必要とされる領域の
多様性から、必要に応じて多様な領域に照明を行うことができる汎用性の高い照明器具が
望まれる。
【０００５】
　本発明は上記課題に鑑み提案するものであって、筐体によりＬＥＤの光を適切に配光制
御することができる管型照明器具、その管型照明器具に用いられる管型照明器具用筐体、
及びその管型照明器具が用いられる両面内照式看板装置を提供することを目的とする。ま
た、本発明の他の目的は、照明が必要とされる領域の多様性に適応可能であり、必要に応
じて照明領域を広げることができる汎用性の高い管型照明器具等を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の管型照明器具は、透光性で略円筒状の筐体と、前記筐体内で保持されるＬＥＤ
基板と、前記ＬＥＤ基板に実装され、前記筐体の軸線方向に沿って設けられるＬＥＤとを
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備え、前記筐体の周面の一方向側の内面とこれと対応する他方向側の内面とに、略山形の
凸条若しくは凸部を略弧状に並べてそれぞれ形成し、前記ＬＥＤを少なくとも前記一方向
側若しくは前記他方向側に向けて配設することを特徴とする。
　この構成によれば、略山形の凸条若しくは凸部が略弧状に並べて形成される筐体により
、ＬＥＤの光を適切に配光制御して外部に照射することができる。また、筐体周面の一方
向側と他方向側の内面とに凸条若しくは凸部を略弧状に並べてそれぞれ形成することによ
り、必要に応じて一方向側、他方向側、或いはその双方に向けてＬＥＤを照射し、照明が
必要とされる領域の多様性に適応することが可能であり、必要に応じて照明領域を広げる
ことができる。また、筐体周面の一方向側と他方向側の双方に凸条若しくは凸部を形成す
る共通の製造工程で、異なる照明を行う複数種類の照明器具を製造することが可能となり
、複数種類の照明器具の製造工程の効率化、製造コストの低減を図ることができる。また
、略円筒状の筐体内にＬＥＤ基板やＬＥＤが収容されることから、防水性、気密性の高い
管型照明器具を構成することができる。
【０００７】
　本発明の管型照明器具は、前記ＬＥＤを前記一方向側と前記他方向側の双方にそれぞれ
向けて配設することを特徴とする。
　この構成によれば、筐体周面の一方向側と他方向側の凸条若しくは凸部を用いて、広範
囲な照明を行うことができる。
【０００８】
　本発明の管型照明器具は、前記ＬＥＤが前記筐体の軸線方向に間隔を開けて配置される
構成とし、前記一方向側に向けるＬＥＤと前記他方向側に向けるＬＥＤとを、前記筐体の
軸線方向における位置をずらして配設することを特徴とする。
　この構成によれば、筐体の軸線方向に間隔を開けて配置されるＬＥＤに関し、一方向側
のＬＥＤからの発熱と他方向側のＬＥＤからの発熱とが合わさって高熱になることを抑制
し、放熱性を高めてＬＥＤの長寿命化を図ることができる。
【０００９】
　本発明の管型照明器具は、前記凸条の側面若しくは前記凸部の側面の傾斜角度を前記凸
条の頂部若しくは前記凸部の頂部に向かって漸次急峻にすることを特徴とする。
　この構成によれば、傾斜角度が急峻な凸条若しくは凸部の頂部近傍で広めの面積により
受光する多めの光束の放射角を広めにし、傾斜角度が緩やかな凸条若しくは凸部の裾近傍
で狭めの面積により受光する少なめの光束の放射角を狭めにして、照明の均一性を高める
ことができる。
【００１０】
　本発明の管型照明器具は、それぞれ略同幅で形成されている前記凸条若しくは前記凸部
の高さを、前記略弧状の形成領域において略一定とすることを特徴とする。
　この構成によれば、広い領域の照明面を全体的に照明しつつ、照明面に対する照度分布
の均質化を図ることができる。
【００１１】
　本発明の管型照明器具は、それぞれ略同幅で形成されている前記凸条若しくは前記凸部
の高さを、前記略弧状の形成領域における前記ＬＥＤの中心軸に対応する中央より、前記
略弧状の形成領域における両端部に近い領域で低くして形成することを特徴とする。
　この構成によれば、狭い領域の照明面に光を集光しつつ、照明面に対する照度分布の均
質化を図ることができる。
【００１２】
　本発明の管型照明器具は、前記筐体が透光性樹脂の一体成形で形成されていることを特
徴とする。
　この構成によれば、透光性で略円筒状の筐体を簡単に且つ低コストで形成することがで
きる。また、一方向側若しくは他方向側の一方にＬＥＤを向ける照明器具と、その双方に
ＬＥＤを向ける照明器具の筐体を同一の金型を用いて製造することが可能となり、高価な
金型コストを低減することができる。
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【００１３】
　本発明の管型照明器具は、前記筐体の周面の一方向側の内面に形成される前記凸条若し
くは前記凸部の形成領域と、これと対応する他方向側の内面に形成される前記凸条若しく
は前記凸部の形成領域とを、略対称となるように構成し、前記ＬＥＤを前記一方向側と前
記他方向側の双方にそれぞれ向けて配設することを特徴とする。
　この構成によれば、管型照明器具の一方向側と他方向側とに近似する照明を行うことが
可能となり、一方向側と他方向側に近似する照明或いはこれと直交する方向での両側への
近似する照明を行うことが求められる各種装置に高度な適応性を発揮することができる。
【００１４】
　本発明の管型照明器具は、前記筐体の軸線を挟んで対向する位置に、前記ＬＥＤ基板を
支持する支持体が嵌め込まれる嵌合溝を形成し、前記対向する嵌合溝の両側の前記筐体の
内面を、それぞれ前記凸条若しくは前記凸部が形成される前記一方向側の内面と前記他方
向側の内面とすることを特徴とする。
　この構成によれば、嵌合溝にＬＥＤ基板の支持体を嵌め込んでＬＥＤを簡単に設置する
ことができる。また、ＬＥＤを一方向側と他方向側に向けて所望の位置に正確に設置する
ことができ、一方向側と他方向側への近似する照明或いはこれと直交する方向での両側へ
の近似する照明をより確実に行うことができる。
【００１５】
　本発明の管型照明器具は、前記一方向側の内面に形成されている前記凸条若しくは前記
凸部と、前記他方向側の内面に形成されている前記凸条若しくは前記凸部との形状、大き
さ及び配置密度を対応させて形成することを特徴とする。
　この構成によれば、管型照明器具の一方向側と他方向側とに同質の照明或いはこれと直
交する方向での両側に同質な照明を行うことが可能となり、一方向側と他方向側に同質の
照明或いはこれと直交する方向での両側への同質な照明を行うことが求められる各種装置
に高度な適応性を発揮することができる。
【００１６】
　本発明の管型照明器具は、前記筐体の外周面に前記凸条の幅若しくは前記凸部の直径よ
りも小さい平均直径を有する微細凹部、微細凸部若しくはその双方を形成することを特徴
とする。
　この構成によれば、照射光の照度の均一性向上、グレアの緩和、光の濃淡の緩和を図る
ことができると共に、拡散シート等を要せずに光の拡散性を一層高めることができる。
【００１７】
　本発明の管型照明器具用筐体は、透光性で略円筒状であり、ＬＥＤが実装されているＬ
ＥＤ基板を内部で保持する管型照明器具用筐体であって、前記ＬＥＤが向けられることが
可能な前記筐体の周面の一方向側の内面とこれに対向する他方向側の内面とに、略山形の
凸条若しくは凸部を略弧状に並べてそれぞれ形成することを特徴とする。
　この構成によれば、略山形の凸条若しくは凸部が略弧状に並べて形成される筐体により
、ＬＥＤの光を適切に配光制御して外部に照射することができる。また、筐体周面の一方
向側と他方向側の内面とに凸条若しくは凸部を略弧状に並べてそれぞれ形成することによ
り、必要に応じて一方向側、他方向側、或いはその双方に向けてＬＥＤを照射し、照明が
必要とされる領域の多様性に適応することが可能であり、必要に応じて照明領域を広げる
ことができる。また、筐体周面の一方向側と他方向側の双方に凸条若しくは凸部を形成す
る共通の製造工程で、異なる照明を行う複数種類の照明器具を製造することが可能となり
、複数種類の照明器具の製造工程の効率化、製造コストの低減を図ることができる。また
、略円筒状の筐体内にＬＥＤ基板やＬＥＤが収容されることから、防水性、気密性の高い
管型照明器具を構成することができる。
【００１８】
　本発明の両面内照式看板装置は、透光性看板を離間して対向設置し、前記透光性看板の
間に、前記ＬＥＤが前記一方向側と前記他方向側の双方にそれぞれ向けて配設されている
本発明の管型照明器具を所定間隔を開けて並設し、前記管型照明器具の各々を、前記一方
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向側と前記他方向側が両側の前記透光性看板の法線に対して略直交するように向けて配置
することを特徴とする。
　この構成によれば、袖看板や置き看板等の両面内照式看板装置において、管型照明器具
の略８字状の配光特性を利用し、両側の透光性看板の各々の全体を非常に高い均質な照度
で照明することができ、両側の透光性看板を視認性の向上、照明看板の美観の向上を図る
ことができる。また、直管型蛍光灯を使用した場合には光源が縞状に見えるのに対し、管
型照明器具を使用した本発明の両面内照式看板装置はその光拡散性の高さと配光特性から
、光源による縞模様を低減或いは無くすことができ、一層美観を高めることができる。ま
た、透光性看板に対する照度を均等にし、より広い範囲で均等照度が得られるので、直管
型蛍光灯等を使用する場合よりも、管型照明器具の並設ピッチを長くすることができ、照
明器具数の低減、使用電力の省力化、維持コストの低減を図ることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、ＬＥＤの光を適切に配光制御して外部に照射することができる。また
、必要に応じて一方向側、他方向側、或いはその双方に向けてＬＥＤを照射し、照明が必
要とされる領域の多様性に適応することが可能であり、必要に応じて照明領域を広げるこ
とができる。また、筐体周面の一方向側と他方向側の双方に凸条若しくは凸部を形成する
共通の製造工程で、異なる照明を行う複数種類の照明器具を製造することが可能となり、
複数種類の照明器具の製造工程の効率化、製造コストの低減を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明による第１実施形態の管型照明器具の平面図。
【図２】図１のＡ－Ａ線矢視拡大断面図。
【図３】凸条による光の屈折を説明する説明図。
【図４】（ａ）は本発明による第２実施形態の管型照明器具におけるＡ－Ａ線矢視に相当
する部分の拡大断面図、（ｂ）はその管型照明器具におけるＬＥＤの配置状態を示す側面
図。
【図５】本発明による第３実施形態の管型照明器具におけるＡ－Ａ線矢視に相当する部分
の拡大断面図。
【図６】（ａ）は図５の凸条２１ａの部分拡大図、（ｂ）は図５の凸条２１ｂの部分拡大
図、（ｃ）は図５の凸条２１ｃの部分拡大図、（ｄ）は図５の凸条２１ｄの部分拡大図。
【図７】本発明による第４実施形態の管型照明器具におけるＡ－Ａ線矢視に相当する部分
の拡大断面図。
【図８】（ａ）は本発明の管型照明器具が用いられる両面内照式看板装置の例を示す正面
図、（ｂ）はそのＢ－Ｂ線矢視断面説明図。
【図９】図８の両面内照式看板装置に用いられる管型照明器具と透光性看板との関係を示
す説明図。
【図１０】図９の管型照明器具の配光特性を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　次に、本発明による実施形態の管型照明器具及び管型照明器具用筐体について説明する
。
【００２２】
　〔第１実施形態の管型照明器具及びその筐体〕
　第１実施形態の管型照明器具１は、図１及び図２に示すように、透光性で略円筒状の筐
体２を有し、その両端にそれぞれ口金３と端子４とが設けられている。筐体２内には支持
体５が保持され、支持体５を介してＬＥＤ基板６が保持されている。ＬＥＤ基板６には筐
体２の軸線方向に沿って設けられるＬＥＤ７が実装されており、端子４から供給される電
源で点灯するようになっている。本例では、ＬＥＤ基板６に所定間隔を開けてＬＥＤ７が
実装されており、直管円筒状の筐体２の軸線方向に間隔を開けてＬＥＤ７が配置されてい
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る。
【００２３】
　筐体２は、アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂など透光性樹脂の一体成形で形成され
、用途に応じて例えば光透過率９０～９５％の透明樹脂で形成すると好ましい。筐体２の
周面の一方向側の内面（図２の上方向側の内面）と、これに対向する他方向側の内面（図
２の下方向側の内面）には、それぞれ略山形の凸条２１が筐体２の長手方向に延びるよう
に形成されており、又、その外周面２３は滑らかな面で形成されている。
【００２４】
　また、凸条２１は筐体２の周方向に沿って略弧状に並べて形成されており、全体として
略円周状に並べて形成されていると共に、略弧状配置の各凸条２１の傾斜角度、幅、高さ
はそれぞれ同一に形成されている。尚、一方向側に形成されている凸条２１と、他方向側
に形成されている凸条２１の傾斜角度、幅、高さはそれぞれ同一に形成する、或いは異な
るように形成することが可能である。
【００２５】
　凸条２１は、好適には３度～１０度間隔で並設され、より好適には４度～６度間隔で並
設される。凸条２１の幅は０．３～１ｍｍ程度、又、その高さは０．２～０．８ｍｍ程度
とすると好適である。また、本実施形態の凸条２１は、図３に示すように、その側面２１
１を底部２１２から頂部２１３に向かうに従って傾斜角度が段階的に或いは曲面状に漸次
急峻になるように形成されている。
【００２６】
　この凸条２１の側面２１１の傾斜角度は、例えばＩ＝Ｅ・ｈ２／ｃｏｓ２θ４（Ｉ：光
束（入射面が受光する照度×入射面の水平投影面の面積）、Ｅ：想定照明面に対する照度
、ｈ：ＬＥＤ７から想定照明面までの距離、θ４：筐体２から空気へ出射光の出射角）で
、Ｅ＝略一定とすることに基づき設定する等、床面である或いは筐体２と同心円状の外周
に想定される想定照明面における照度をならして略均一化するように設定すると良好であ
る。
【００２７】
　ここで、ｎ１：空気の屈折率（≒１）、ｎ２：筐体２の素材の屈折率で、ｎ１・ｓｉｎ
θ１＝ｎ２・ｓｉｎθ２（θ１：空気から筐体２への入射角、θ２：空気から筐体２への
出射角）、ｎ２・ｓｉｎθ３＝ｎ１・ｓｉｎθ４（θ３：筐体２から空気への入射角、θ
４：筐体２から空気への出射角）、θ３＝θ１－θ２のスネルの法則により、ＬＥＤ７の
発光が筐体２を透過して筐体２から出射する出射光の基本的な出射角θ４は、筐体２の半
径方向の光の凸条２１の側面２１１への入射角θ１と等しい凸条２１の側面２１１の傾斜
角θ１と、筐体２の素材の屈折率ｎ２により主として規定される。従って、必要な出射角
θ４と筐体２の素材に応じて、凸条２１の側面２１１の傾斜角θ１を設定して形成すると
よい。
【００２８】
　そして、凸条２１の頂部近傍の傾斜角度が急峻な領域の筐体２の周方向における面積を
広めにし、凸条２１の裾近傍の傾斜角度が緩やかな領域の筐体２の周方向における面積を
狭めにし、凸条２１の頂部近傍と裾近傍との間の傾斜角度が中間である領域の筐体２の周
方向における面積を中間にし、その頂部近傍の領域で多めの光束を受光して広めの放射角
で放射し、その裾近傍の領域で少なめの光束を受光して小さい放射角で放射し、その中間
領域で中間の光束を受光して中間の放射角で放射する。これにより、例えば図３の光路Ｌ
１、Ｌ２、Ｌ３のように光が放射され、照明の明るさの均一性を高めることができる。更
に、凸条２１のそれぞれを略同幅で形成する場合に、凸条２１の高さを凸条２１の略弧状
の形成領域において略一定とすると、広い領域の照明面を全体的に照明しつつ、照明面に
対する照度分布の均質化を図ることができて良好である。
【００２９】
　また、筐体２における一方向側の凸条２１の形成領域と他方向側の凸条２１の形成領域
との間である略円周状の凸条２１の形成領域の切目には、嵌合溝２２が形成されている。



(8) JP 2012-182117 A 2012.9.20

10

20

30

40

50

嵌合溝２２は対向する位置にそれぞれ形成され、筐体２の長手方向に延びて形成されてい
る。換言すれば、対向する位置に形成されている嵌合溝２２の両側の筐体２の内面が、凸
条２１が形成される一方向側の内面と、凸条２１が形成される他方向側の内面となる。
【００３０】
　嵌合溝２２には、断面視略ハット形状で板状の支持体５の幅方向の両端部５１・５１が
それぞれ挿入して嵌合されており、支持体５は嵌合溝２２で嵌合保持されている。支持体
５の一方向側の面にはＬＥＤ基板６が固定して配置されており、ＬＥＤ基板６に実装され
ているＬＥＤ７は、筐体２の周面の一方向側の内面に指向方向を向けて配設されている。
ＬＥＤ７は、断面視略円周状の筐体２の中心近傍の位置に設けられている。
【００３１】
　尚、本実施形態では、凸条２１の並設領域が広い筐体２の周面の一方向側の内面にＬＥ
Ｄ７を向けて配置し、より広範囲に明るさが平均化された照明光が得られるようにしてい
るが、支持体５の他方向側の面にＬＥＤ基板６を固定配置し、ＬＥＤ基板６に実装されて
いるＬＥＤ７を筐体２の周面の他方向側の内面に指向方向を向けて配設することも可能で
ある。また、筐体２の周面の一方向側の内面における凹曲面状の凸条２１の並設領域を、
他方向側の内面における凹曲面状の凸条２１の並設領域よりも広くする構成では、一方向
側の内面にＬＥＤ７を向けて管型照明器具１を使用する場合の照明領域を広げることが可
能となると共に、必要に応じて他方向側の内面にＬＥＤ７を向けて配置し、他方向側にも
照明して適応することが可能となる。
【００３２】
　第１実施形態の管型照明器具１は、凸条２１を略弧状に並べて形成することにより、Ｌ
ＥＤ７の光を適切に配光制御して外部に照射することができる。また、一方向側或いは他
方向側に向けてＬＥＤ７を照射し、必要に応じて一方向側或いは他方向側に向けてＬＥＤ
７を照射し、照明が必要とされる領域の多様性に適応することが可能であり、必要に応じ
て照明領域を広げることができる。また、傾斜角度が急峻な凸条２１の頂部近傍で広めの
面積により受光する多めの光束の放射角を広めにし、傾斜角度が緩やかな凸条２１の裾近
傍で狭めの面積により受光する少なめの光束の放射角を狭めにして、ＬＥＤ７の発光に対
して一層適切な配光制御を行い、床面に対する照度を均等にするなど照明の均一性を高め
ることができる。
【００３３】
　また、筐体２の周面の一方向側と他方向側の双方に凸条２１を形成する共通の製造工程
で、異なる照明を行う複数種類の照明器具を製造することが可能となり、複数種類の照明
器具の製造工程の効率化、製造コストの低減を図ることができる。また、筐体２を透光性
樹脂の一体成形で形成することにより、透光性で略円筒状の筐体２を簡単に且つ低コスト
で形成することができる。また、一方向側又は他方向側にＬＥＤ７を向ける照明器具を同
一の金型を用いて製造することが可能となり、高額な金型コストを低減することができる
。また、嵌合溝２２にＬＥＤ基板６の支持体５を嵌め込んでＬＥＤ７を簡単に設置するこ
とができると共に、ＬＥＤ７を所望の位置に正確に設置することができる。また、略円筒
状の筐体２内にＬＥＤ基板６やＬＥＤ７が収容されることから、防水性、気密性の高い管
型照明器具１を構成することができる。
【００３４】
　〔第２実施形態の管型照明器具及びその筐体〕
　第２実施形態の管型照明器具１は、図４に示すように、支持体５の一方向側と他方向側
の双方にＬＥＤ基板６・６が設けられ、ＬＥＤ基板６・６のそれぞれにＬＥＤ７が実装さ
れており、ＬＥＤ７が一方向側と他方向側の双方にそれぞれ向けて配設されている。一方
向側に向けられているＬＥＤ７と、他方向側に向けられているＬＥＤ７とは、筐体２の軸
線方向における位置をずらして配設されており、本実施形態では一方向側のＬＥＤ７と他
方向側のＬＥＤ７とが平面視で重ならないように配置されている。
【００３５】
　筐体２の内面における一方向側の凹曲面状の凸条２１の並設領域は、他方向側の凹曲面
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状の凸条２１の並設領域よりも広く形成されており、一方向側に指向方向を向けて配置さ
れているＬＥＤ７は断面視略円周状の筐体２の中心近傍に配置され、他方向側に指向方向
を向けて配置されているＬＥＤ７は断面視略円周状の筐体２の中心よりも若干他方向側に
寄った位置に配置されている。その他の構成は第１実施形態と同一である。
【００３６】
　第２実施形態の管型照明器具１は、第１実施形態と同様の効果を奏すると共に、双方に
向けてＬＥＤ７を照射し、広範囲に略均一な照明に行うことができる。また、一方向側の
ＬＥＤ７からの発熱と他方向側のＬＥＤ７からの発熱とが合わさって高熱になることを抑
制し、放熱性を高めてＬＥＤ７の長寿命化を図ることができる。
【００３７】
　〔第３実施形態の管型照明器具及びその筐体〕
　第３実施形態の管型照明器具１は、図５及び図６に示すように、基本的な構成は第１実
施形態と同様であるが、透光性で略円筒状の筐体２の断面視中心近傍にＬＥＤ７が配設さ
れていると共に、それぞれ略同幅で形成されている凸条２１ａ～２１ｄの高さが、凸条２
１ａ～２１ｄの略弧状の形成領域におけるＬＥＤ７の中心軸に対応する中央より、その略
弧状の形成領域における両端部に近い領域で低くして形成されている。
【００３８】
　即ち、ＬＥＤ７の中心軸に沿う光路Ｌａに対応する筐体２の対応箇所近傍の領域では凸
条２１ａの高さが高く形成され、ＬＥＤ７の中心軸より２５度程度など傾斜した光路Ｌｂ
に対応する筐体２の対応箇所近傍の領域では凸条２１ｂの高さが凸条２１ａの高さより低
く形成され、ＬＥＤ７の中心軸より５０度程度など傾斜した光路Ｌｃに対応する筐体２の
対応箇所近傍の領域では凸条２１ｃの高さが凸条２１ｂの高さより低く形成され、ＬＥＤ
７の中心軸より７５度程度など傾斜した光路Ｌｄに対応する筐体２の対応箇所近傍の領域
では凸条２１ｄの高さが凸条２１ｃの高さより低く形成されている。
【００３９】
　各凸条２１ａ～２１ｄは、その側面２１１を底部２１２から頂部２１３に向かうに従っ
て傾斜角度が段階的に或いは曲面状に漸次急峻になるようにそれぞれ形成されている。更
に、各凸条２１ａ～２１ｄのそれぞれにおいて、凸条２１の頂部近傍の傾斜角度が急峻な
領域の筐体２の周方向における面積を広めにし、凸条２１の裾近傍の傾斜角度が緩やかな
領域の筐体２の周方向における面積を狭めにし、凸条２１の頂部近傍と裾近傍との間の傾
斜角度が中間である領域の筐体２の周方向における面積を中間にして、その頂部近傍の領
域で多めの光束を受光して広めの放射角で放射し、その裾近傍の領域で少なめの光束を受
光して小さい放射角で放射し、その中間領域で中間の光束を受光して中間の放射角で放射
するようになっている。その他の構成は第１実施形態と同一である。
【００４０】
　第２実施形態の管型照明器具１は、第１実施形態と対応する構成で対応する効果を奏す
ると共に、狭い領域の照明面に光を集光しつつ、照明面に対する照度分布の均質化を図る
ことができる。
【００４１】
　〔第４実施形態の管型照明器具及びその筐体〕
　第４実施形態の管型照明器具１では、図７に示すように、ＬＥＤ基板６を支持する支持
体５ａが細長板状であり、支持体５ａの幅方向略中央の両面にそれぞれＬＥＤ基板６が固
着されている。各ＬＥＤ基板６には、筐体２の軸線方向に沿って設けられるＬＥＤ７が実
装され、ＬＥＤ７が一方向側と他方向側の双方にそれぞれ向けて配設されており、ＬＥＤ
７は図示省略する第１実施形態と同様の端子４から供給される電源で点灯するようになっ
ている。本例では、各ＬＥＤ基板６に所定間隔を開けてＬＥＤ７が実装され、直管円筒状
の筐体２の軸線方向に間隔を開けてＬＥＤ７が配置されている。好ましくは、第２実施形
態と同様に、一方向側に向けられているＬＥＤ７と、他方向側に向けられているＬＥＤ７
とは、筐体２の軸線方向における位置をずらして配設するとよい。
【００４２】
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　筐体２の軸線を挟んで対向する位置には、支持体５ａが嵌め込まれる嵌合溝２２が形成
され、各嵌合溝２２は筐体２の長手方向に延びて形成されている。対向する位置に形成さ
れている嵌合溝２２の両側の筐体２の内面は、凸条２１が形成され、支持体５ａの一方の
面のＬＥＤ７が向けられる一方向側の内面と、この一方向側の内面に対応し、凸条２１が
形成され、支持体５ａの他方の面のＬＥＤ７が向けられる他方向側の内面とに相当する。
そして、一方向側の内面に形成される凸条２１の形成領域と、他方向側の内面に形成され
る凸条２１の形成領域は略対称になるように構成されている。
【００４３】
　本例では、一方向側の内面の凸条２１の形成領域と、他方向側の内面の凸条２１の形成
領域が、略同一面積の弧状面になっており、一方向側の凸条２１と他方向側の凸条２１の
傾斜角度等の形状、幅や高さ等の大きさが同一、一方向側の凸条２１と他方向側の凸条２
１の配置密度も同一になっており、一方向側の内面の凸条２１の形成領域と、他方向側の
内面の凸条２１の形成領域は対称になっている。尚、例えば一方向側の凸条２１と他方向
側の凸条２１の幅を変える、或いは一方向側の凸条２１と他方向側の凸条２１の配置密度
を異ならせる等により、一方向側の内面の凸条２１の形成領域と、他方向側の内面の凸条
２１の形成領域を若干相違させ、完全な対称ではない略対称にすることも可能である。
【００４４】
　対向する嵌合溝２２・２２には支持体５ａの端部５１ａ・５１ａがそれぞれ嵌め込まれ
、支持体５ａの両面に配置されているＬＥＤ７・７は、それぞれ一方向側の内面の凸条２
１の形成領域と、他方向側の内面の凸条２１の形成領域に向けられて配置される。各ＬＥ
Ｄ７は、断面視略円周状の筐体２の中心近傍の位置に設けられる。その他の構成は第１実
施形態と同様である。
【００４５】
　第４実施形態の管型照明器具１は、第１実施形態と対応する構成で対応する効果を奏す
ると共に、管型照明器具１の一方向側と他方向側とに同質の照明或いはこれと直交する方
向での両側に同質の照明を行うことが可能となり、一方向側と他方向側に同質の照明或い
はこれと直交する方向での両側への同質な照明を行うことが求められる各種装置に高度な
適応性を発揮することができる。また、嵌合溝２２にＬＥＤ基板６の支持体５ａを嵌め込
んでＬＥＤ７を簡単に設置することができることに加え、ＬＥＤ７を一方向側と他方向側
に向けて所望の位置に正確に設置することができ、一方向側と他方向側或いはこれと直交
する方向に近似或いは同質の照明をより確実に行うことができる。
【００４６】
　〔本発明の管型照明器具が用いられる両面内照式看板装置の例〕
　次に、本発明の管型照明器具１が用いられる装置例として、両面内照式看板装置１０に
ついて説明する。両面内照式看板装置１０は、例えば袖看板や置き看板等として用いられ
るものであり、図８に示すように、板状で矩形の枠体１１と、枠体１１内の上下箇所或い
は左右箇所など対向する位置に設けられる管型照明器具１の取付部１２・１２と、取付部
１２・１２のソケットに端子４・４を差し込んで設けられる管型照明器具１を備える。設
置される管型照明器具１は、第２～第４実施形態のように、ＬＥＤ７が一方向側と他方向
側の双方にそれぞれ向けて配設されているものであり、枠体１１内において、所定間隔を
開けて並列配置される。また、各管型照明器具１の各々は、ＬＥＤ７が向けられる一方向
側と他方向側が、それぞれ枠体１１の一方の開口と他方の開口の法線に対して略直交する
ように向けて配置され、換言すれば後述する両側の透光性看板１３・１３の法線に対して
略直交するように向けて配置される。
【００４７】
　両面内照式看板装置１０には、透光性樹脂等の透光性素材に文字や絵等が記載されてい
る透光性看板１３・１３が所定間隔を開けて離間され、対向する位置に配置される。一方
の透光性看板１３は、枠体１１の一方の側縁に当接するように固定され、枠体１１の一方
の開口を閉塞するように設けられ、他方の透光性看板１３は、枠体１１の他方の側縁に当
接するように固定され、枠体１１の他方の開口を閉塞するように設けられる。即ち、一方
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の透光性看板１３と他方の透光性看板１３は、各管型照明器具１のＬＥＤ７が向けられる
一方向側及び他方向側の方向と、その法線が略直交するように向けて設けられる。
【００４８】
　図９に管型照明器具１と透光性看板１３との関係、図１０にその管型照明器具１の配光
特性を示す。図９の管型照明器具１は第２実施形態の管型照明器具１であり、ＬＥＤ７が
向けられる一方向側及び他方向側の方向に対して、法線が略直交するようにして透光性看
板１３・１３が設けられている。その配光特性では、ＬＥＤ７が向けられる一方向側の中
心軸に相当する図示左側の鉛直角９０°と、ＬＥＤ７が向けられる他方向側の中心軸に相
当する図示右側の鉛直角９０°とで光度が高くなっており、又、一方向側及び他方向側の
方向に対して直交する方向である鉛直角０°、１８０°で光度が低くなっており、略８字
状の配光特性を有する。そのため、この直交する方向の両側にそれぞれ等距離を開けて配
置された平面を照明する場合、鉛直角０°、１８０°など小さい放射角の光に対応して管
型照明器具１からの距離が近い箇所と、鉛直角１２０°、９０°近くなど大きい放射角の
光に対応して管型照明器具１からの距離が遠い箇所との照度を均等化し、それぞれの平面
内をほぼ均等照度で照明することができる。
【００４９】
　そして、両面内照式看板装置１０では、一方向側及び他方向側の方向に対して直交する
方向の両側に略対称な配光特性を有することから、図８（ｂ）に示すように、各管型照明
器具１による照明により、両側の透光性看板１３・１３をほぼ均等な照度で照らし出すこ
とができる。また、略平板状の透光性看板１３において、中心の光路Ｌａ、中間の放射角
の光路Ｌｂ、広い放射角の光路Ｌｃのいずれで照明される箇所でも照度を均等化すること
ができる。従って、管型照明器具１・１相互の間隔を所要距離に設定することにより、透
光性看板１３・１３の全体をほぼ均等に照らし出すことが可能となる。
【００５０】
　尚、図１０の配光特性は第２実施形態によるものであり、ＬＥＤ７が向けられる一方向
側の中心軸に相当する図示左側の鉛直角９０°の側が、他方向側の中心軸に相当する図示
右側の鉛直角９０°の側より全体として光度が高くなっているが、第４実施形態の管型照
明器具１の場合は、この一方向側と他方向側の光度をより平均化することができ、一方向
側と他方向側の方向と直交する方向の両側に配置される透光性看板１３・１３に対する照
度の均質性をより一層高めることが可能となる。
【００５１】
　この両面内照式看板装置１０によれば、袖看板や置き看板等の両面内照式看板装置にお
いて、管型照明器具の略８字状の配光特性を利用し、両側の透光性看板１３・１３の各々
の全体を非常に高い均質な照度で照明することができ、両側の透光性看板１３・１３を視
認性の向上、照明看板の美観の向上を図ることができる。また、直管型蛍光灯を使用した
場合には光源が縞状に見えるのに対し、管型照明器具１を使用した両面内照式看板装置１
０はその光拡散性の高さと配光特性から、光源による縞模様を低減或いは無くすことがで
き、一層美観を高めることができる。また、透光性看板１３に対する照度を均等にし、よ
り広い範囲で均等照度が得られるので、直管型蛍光灯等を使用する場合よりも、管型照明
器具１の並設ピッチを長くすることができ、照明器具数の低減、使用電力の省力化、維持
コストの低減を図ることができる。
【００５２】
　〔実施形態の変形例等〕
　本明細書開示の発明は、各発明、各実施形態、各例の構成の他に、適用可能な範囲で、
これらの部分的な構成を本明細書開示の他の構成に変更して特定したもの、或いはこれら
の構成に本明細書開示の他の構成を付加して特定したもの、或いはこれらの部分的な構成
を部分的な作用効果が得られる限度で削除して特定した上位概念化したものを含むもので
ある。そして、下記変形例等も包含する。
【００５３】
　例えば上記第１～第４実施形態の管型照明器具１は、筐体２が直管状の直管型としたが
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、本発明は、筐体２が円周状等の曲管状として曲管型の照明器具等とすることも可能であ
る。
【００５４】
　また、筐体２の他方向側若しくは一方向側に略山形の凸条２１の内周側に凹曲面の反射
板を、反射板の屈曲する端部を筐体の嵌合溝に嵌める等で設け、支持体を嵌合とする等で
筐体２内に設け、その支持体上のＬＥＤ７を他方向側若しくは一方向側の反射板に向けて
設置し、支持体に形成されている開口からＬＥＤ７の反射光を筐体２の一方向側若しくは
他方向側に向けて照射する構成等とすることも可能である。
【００５５】
　また、筐体２の一方向側若しくは他方向側の半円の端部近傍において、凸条２１を形成
しない構成、或いは図示例の線対称の形状である凸条２１を中心線で切断したような形状
の凸条を形成する構成等とすることも可能である。
【００５６】
　また、凸条２１の並設領域或いは形成領域に対応する領域に、凸条２１に代えて、点状
の凸部を縦横配置など規則的に配置して設ける構成とすることも可能である。この凸部を
設ける場合にも、凸部の側面の傾斜角度を凸部の頂部に向かって漸次急峻にする、又、そ
れぞれ略同幅で形成されている凸部の高さを、凸部の略弧状の形成領域におけるＬＥＤの
中心軸に対応する中央より、その略弧状の形成領域における両端部に近い領域で低くして
形成するなど、凸条２１の上述の構成と対応する構成とすることが可能である。また、凸
部は円錐形或いは多角錐形等とすることが可能である。また、ＬＥＤ７が向けられる一方
向側の筐体２の内面に凸条２１、ＬＥＤ７が向けられる他方向側の筐体２の内面に凸部を
設ける等で、組み合わせることも可能である。
【００５７】
　また、用途上の必要に応じて、筐体２の内面の一方向側と他方向側における凸条２１若
しくは凸部の形成領域を非対称に形成することも可能であり、例えば一方向側の内面に形
成されている凸条２１若しくは凸部と、他方向側の内面に形成されている凸条２１若しく
は凸部の形状、大きさ或いは配置密度等が異なるようにすることも可能である。また、必
要に応じて、筐体２を乳白色の透光性樹脂で形成するなど、光透過率が９０％以下の透光
性素材で筐体２を形成してもよい。
【００５８】
　また、管型照明器具１の筐体２の外周面２３には、両面内照式看板装置１０等の必要に
応じて、全面或いは一方向側と他方向側の照射面に対応する所定領域等に、凸条２１の幅
若しくは凸部の直径よりも小さい平均直径を有する微細凹部、微細凸部若しくはその双方
を形成する構成としてもよい。この構成によれば、照射光の照度の均一性向上、グレアの
緩和、光の濃淡の緩和を図ることができると共に、拡散シート等を要せずに光の拡散性を
一層高めることができる。この微細凹部の深さ、微細凸部の高さ若しくはその双方は０．
３μｍ～５００μｍとし、１ｍｍ２当たり５０個～２０００個の密度で形成するとよく、
より好適には微細凹部の深さ、微細凸部の高さ若しくはその双方は０．５μｍ～２０μｍ
、より望ましくは０．５μｍ～１０μｍとし、１ｍｍ２当たり２００個～１０００個の密
度で形成するとよい。
【００５９】
　また、この微細凹部、微細凸部若しくはその双方はランダムの位置に形成すると、筐体
２の製造を容易化し、製造方法の自由度を高めることができて好適である。更に、微細凹
部、微細凸部若しくはその双方は、筐体２の外周面２３の全面や所定領域に微粒子を連続
的に打ち当てて形成すると、基本的な形状が出来上がっている筐体２に低コスト且つ簡単
に形成することができて好ましい。或いは、微細凹部、微細凸部若しくはその双方は、凸
条２１若しくは凸部に対応する位置に成形凹溝若しくは成形凹部が形成され、微細凹部、
微細凸部若しくはその双方に対応する位置に成形微細凸部、成形微細凹部若しくはその双
方が形成されている金型に樹脂を流し込んで筐体２を形成する工程で形成すると、略山形
の凸条２１若しくは凸部と共に微細凹部、微細凸部若しくはその双方を有する筐体２を一
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【００６０】
　また、管型照明器具１は、その一方向側と他方向側の方向と略直交する方向の片側に、
略平面状の透光板、拡散板或いは照明対象面等が位置するように配置し、必要に応じて、
管型照明器具１を挟んで反射板を設け、各種照明装置等を構成してもよい。この構成によ
り、光源であるＬＥＤ７がより一層視認できなくし、グレア抑制をより確実なものとする
、又、照明対象面を均等な照度で照明すること等が可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００６１】
　本発明は、例えば屋内照明器具、屋外照明器具、看板用照明器具等として利用すること
ができる。
【符号の説明】
【００６２】
１…管型照明器具　２…筐体　２１、２１ａ、２１ｂ、２１ｃ、２１ｄ…凸条　２１１…
側面　２１２…底部　２１３…頂部　２２…嵌合溝　２３…外周面　３…口金　４…端子
　５、５ａ…支持体　５１、５１ａ…端部　６…ＬＥＤ基板　７…ＬＥＤ　１０…両面内
照式看板装置　１１…枠体　１２…取付部　１３…透光性看板　Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌａ
、Ｌｂ、Ｌｃ…光路
 
 

【図１】 【図２】



(14) JP 2012-182117 A 2012.9.20

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(15) JP 2012-182117 A 2012.9.20

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

